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 The Hamadera Residential Suburb was developed in 1918. The Planning and the process was clarified from 

archives ,some old photograph and drawings of 52 residences. The block pattern was diverse in each site area and form. 

The layout of each villa like residence was grouped into two patterns. The one is in the center of the cite ,and the other 

is in the one sid e, faced the street. The external wall and window of the kitchen faced and opened on the street. 

The Dozo (mud wall store house) was in the one side or one corner in the cite.
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画整理組合 を結成 し浜寺住宅地開発 を進め、また良好

な住宅地環境を維持す るため昭和8年(1933)に は戦略的

に 「空地地区」を導入 したとしている2。

本稿では先稿に続き3、大正7年 から始まる浜寺住宅

地の開発の状況を、開発に関わる資料と住宅地の現況を

照合 し、復原 ・検証 しようとするものである。

関係書類4に ついては、浜寺土地(株)所有の大正7年 住

宅地開発資料 と、住宅建設 ・販売時資料としては大正8

年から昭和初期に至 る間に浜寺土地(株)経 営地に建築 し

た別荘風分譲住宅の図面(配 置図 ・平面図 ・立面図)が

多数残されている。また、当地区は現在も整然 とした屋

敷町の面影を留めてお り、当初の住宅 も近年まで多数が

存在していたが、次第に姿を消 しつつある5。

は じめに

近代に成立 した郊外型住宅は、中産階級住宅の基本的

形態に.が ると考えられ、それは次第に多数の郊外型住

宅の建設 ・普及に至る。それらは郊外住宅地の開発に伴

う場合が多いが、住宅の建築年代を確定 し系統的 ・地域

的に把握することが必要であるが、その初期的形態につ

いてもほとんど報告されていない1。

堺市浜寺住宅地は、大正7年(1919)南 海鉄道 「濱

寺公園駅」の陸側(東 方)に 濱寺土地株式会社(以 後、

浜寺土地(株)と 記す)に よ り開発された。浜寺土地(株)

は大阪市中の裕福な商人 を対象 とした別荘風郊外住宅

の建築、分譲を目指 したもので、浜寺土地(株)に ついて

は、地元資本の土地会社による住宅地開発の事例的研究

として報告がなされ、昭和5年(1930)5月 浜寺土地区

1.住 宅地開発前の浜寺町

泉北郡浜寺町(現 ・堺市)と 高石町(現 ・高石市)に

跨 る白砂青松の海浜は、和泉国大鳥郡の高師浜の一部で

古 くか らの景勝 の地 と して知 られてお り、明治6年

(1873)に は日本初の公園に指定された。しか し公園内

建築学科

平成16年5月22日 受理



明治末年には公園内に20～30戸 の住居・別荘が建ち、

浜寺は大阪の行楽地 ・別荘地 として知 られていった。こ

の頃の状況については、明治39年 大阪上本町7丁 目か

ら浜寺海岸に居を移 した片岡安の 「余の住居について」

によって知ることができる12。

住居を都会の真ん中に選ぶ事は、今 日では時代遅れ

となって居 るが、 自分も大阪市内の生活を嫌い浜寺はそ

の時代の地相が健康 に適 し光線、通風、井水共に清浄を

極め海水浴に便であったためで、その頃電灯 もな く電話

も開通 していない純然たる田舎の生活であった。

このように当時の浜寺町は、公園駅表側(西 方)は 海

岸公園の別荘地であ ると共に大阪には鉄道でつなが り、

通勤や居住の自然環境は整 っていたが、都市的設備は未

だ不充分であった。一方、浜寺公園駅駅裏(東 方)は 未

だ旧村 と田畑が広がるのみであった13。

2.浜 寺土地(株)の 住宅地開発状況

1)開 発当初の状況

明治以前の濱寺の状態を示す ものとして 「和泉国大鳥

郡東下村 ・山内下村 ・西下村 右三下村之圖面控」があ

る。これに明治17年 の地形図(1/20000)を 照合す ると、

大鳥郡下村であ り、下村の西方の田畑であったことがわ

かる。この地は西に濱寺海岸が広が り、紀州街道が南北

に走っていた。東方向には大鳥神社につながっている。

大正7年(1919)8月 、紀州街道 に並行 して敷設され

た南海鉄道 「浜寺公園駅」前東の下村西方の田畑が、浜

寺町14住宅地 として浜寺土地(株)に より開発された。浜寺

土地(株)設 立当時の役員は、取締役社長橋本喜作、取締

役寺田楠一 ・松井貢 ・吉田定治郎 ・古藤増治郎、監査役

外山捨造 ・田中道登 ・平山久吉の8人 で地元出身の役員

を主体とした15。

なかでも寺田楠一は昭和5年(1930)5月 に設立 され

た 「濱寺土地区画管理組合」の組合長をつとめた浜寺の

地主の一人で、明治37年(1904)7月 東京帝国大学農

科大学農学実科 を卒業、盛岡高等農林学校助教授をへて、

大阪府立農学校教諭(明 治42年3月 ～同44年4月)を

務めた人物で、土地改良事業 ・水利 に詳 しかったものと

考えられる。

「濱寺土地株式会社」所蔵の開発 当時資料 として、

表一1に 示 したように、大正7年8月 ～大正8年12月 の

は明治21年(1888)に 海濱院とい う紳±の共同別荘が

建つのみの無人の松原であったとい う。6浜 寺公園の発

展は南海鉄道の開通 と浜寺公園駅の設置に伴 うもので

あった。

1)南 海鉄道

明治17年(1886)6月 、松本重太郎により堺 と大阪

を結ぶ私鉄 「阪堺鉄道会社」 と して創設、明治30年

(1897)10月 堺 と和歌山を結ぶ 「南海鉄道」を併合 し

て設立 され、「南海鉄道本線 ・浜寺公園駅」 も開設され

た。明治40年(1907)8月 には難波 ・浜寺公園間を電

化 ・複線によ り、電車は10分 間隔で運転された。7こ

の年に当初の簡素な駅舎に代わ り現存の浜寺公園駅舎8

が辰野 ・片岡建築事務所9に より建築されたが、駅舎はい

ずれも浜寺公園側(浜 側)を 正面としていた。

また、浜寺公園駅のさらに西方(浜 側)に は、阪堺電

気軌道 「浜寺駅前駅」が設けられた。「阪堺電気軌道」

は明治42年(1909)12月 、片岡直輝10ら24人 が発起

人とな り設立され、明治45年4月 には大阪 ・恵比須町

から浜寺駅前まで開通 した。阪堺電気軌道は大正4年

(1916)3月 、南海鉄道 と合併 し南海鉄道 ・阪堺線 とな

った。これによ り浜寺町は、南海鉄道本線と阪堺線の2

本の路線で大阪 と直結す ることにな り、郊外住宅地とし

ての交通条件は充分に整ったことになる。

2)浜 寺公園

明治30年 の浜寺公園駅設置によ り、公園内に一力棲 ・

壽命館な どの料亭が設けられ遊覧客 も増加 した。明治

37・8年 には 日露戦争のロシア人捕虜収容所 を高師浜に

設けたため、見物客な ども増加 し、公園内に食堂(矢 津

子 ・湖月 ・鳥菊など)、西洋料理店(14坪 ・2階 建 ・洋

風建物)を 大阪ホテルに経営させるなどした。捕虜収容

所は明治39年2月 に閉鎖 し、先の西洋料理店は未だ嗜

好が馴染まず業績不振のため、明治41年11月 「ビヤホ

ール」に改め、さらに2階 を増築 し、撞球と囲碁倶楽部

を併設 した。

明治39年7月 には浜寺海水浴場 を開設 し、海水浴客

は増加すると共に、陸上遊具としてブランコ ・メリーゴ

ーランド、大正3年 には海上ブランコ ・ウォーターシュ

ー トなど整い楽しめるところとなった。

明治41年7月 関西中等学校庭球大会を開催すべ く、浜

寺公会堂前にテニスコー トを創設 した。11



株式会社」 と記された標柱が建ってお り、経営地の開発

が進んでいたことがわかる。

③大正8年1月16日 「濱寺土地株式会社地鎮祭」は

浜寺土地(株)経営地の地鎮祭の記念撮影である。

④同年6月29日 「地上ケエ事過半出来當時之實況(其

一)大 正八年六月二十九日」は、地上げなど住宅地 とし

ての土地改良工事を写 したものである。

このように大正8年1月16日 の経営地地鎮祭を挟ん

で、大正7年8月1日 か ら大正8年6月29日 まで経営

地開発に伴 う畑地か ら住宅地への土地整備工事が進め

られた。

また大正8年12月1日 には、浜寺土地(株)に よる最

初の住宅2棟 が竣工 したことがわかる。(「い第一号 第

二号住宅竣工 大正八年十二月一日」)

2)「 清風雅會」と経営地住宅

また、大正11年7月 の写真9枚 は、竣工後の経営

地住宅で催 された清風雅會 を写 したものである。(図一

2)「於濱寺土地会社の修竹居宮本氏別業其他以」と説明

されてお り、会場 となった宮本氏別業ほかの住宅外観 ・

室内が写されている。清風雅會は清風会の社交倶楽部で

茶会 ・歌会などが催 され、その会員は 「濱寺の地に縁の

ある著名人も含めて組織化された」とあ り片岡安の名も

見 られる16。片岡安は大正5年(1917)関 西建築協会 を

創立するとともに大阪市都市改良計画調査会委員 とな

るなど、都市 ・都市改良計画に大 きい関心を寄せていた

が、大正4年 既に濱寺から京都伏見桃山に居を移 してい

る片岡安が清風会会員であ ったことは濱寺経営地の開

発に関与していたことを窺わせる。

図一2清 風雅会と会場住宅

これ ら大正10年8月 当時の浜寺土地㈱の開発状況は、

大阪市社会部調査課 『在本市及郊外土地建物曾社調査』

17にも次のように記されている。

鳳街道を中心とし濱寺公園に接する地域三七〇〇〇

坪を有す敷地一五〇坪乃至二〇〇坪に延建坪五〇坪乃

写真17枚 がある(図 一1)。

浜寺土地(株)経営地(以後、経営地 と略す)を写 したも

ので日付と説明書きがある。

①大正7年8月1日 「経営地ノー部」は最初期の写真

で、整地前の経営地 と道路 とその脇 に電柱が立つ情景が

写されている。

②同年ll月16日 「経営地の入口」には、「濱寺土地

経宮地開発 大正フ年8月1B～ 大正8年12月1日「濱寺土地株式曾社経営土曲

撮影内容

離甦地株鵡社経勲 撫
識柱あり

大正7年8月1B

大正7年11月16B

写真説明文

経営地ノー部

経営地入口

書号

写一1

写一2

大正7年11月16日経営地一都写一3

大正8年1月16日濱寺土地株式會社地鎮祭

濱寺土地株式曹社経宮地

写一4

写一5
「濱寺土地株式倉社経営地」の標

識柱あり経営地一部地上ケ所写一6

大正8年6月29日
地上ケ地工事過単出采冨時之買況
(其一)写一7

大正8軍6月29日
地上ケ地工事過半出来冨時之貿況
(其二)写一8

南側より

東側より

爾側より

大正8年12月1日

大正8年12月1日

い第一号 第二号住宅竣工

い第一号住宅

い第二号住宅竣工

写一9

写一10

写一11

玄開脇に煙突のある洋間ありい第二号住宅写 一12

西・北側よりい第二号住宅写 一13

東側よりい第二号住宅写一14

南側よりい第二号住宅写一15

線路側〔西側)より望むい第二号庄宅写一16
「演寺土地株式會社経営地」の標

識柱ありい第二号庄宅写一17

開催年月:大正11年7月 会場;濱寺土地会社修竹居・宮本氏別業他r清 風雅書」

撮影内容写真説明文書号

洋 間(椅 子・テープル・カーテン)

洋間の屋上

外槻.和 風の門と屋根付き塀

和風玄開と煉瓦造(?)洋 間

住宅①

第一、二席会場 第一席休憩室写一18

同 露台休憩室写一19

第一、二席会場写一20

同 露台休憩室写一21

外観.和 風の門と屋根付き塀門、
主屋

座敷室内

住宅②(13号 住宅)
第三.四 席会場写 一22

第三席 煎茶席写 一23

外観、和風の門と屋根付き塀門.
主屋

座敷室内
f主宅③(15号f主 宅)

窮五席会場写 一24

第五席 抹茶席写 一25

同席 軸物展團写一26

「浜寺土地株式會経営地 ・清風雅會」アルバム

②

表一1

①

図一1経 営地開発状況



1間=6尺5寸街区配置と街区面積

蟹1一 一

図一3

街路幅(間)備 考 ・街路長さ(間)

A～D通 り間2街 区65

E～H通 り間2街 区71

歩道1間

D～H通 り間3街 区101

水路あり

A～C通 り間2街 区55

C～E通 り閻2街 区50

E-F通 り間1街 区35

5～8量 通り間

水路燗

5～ 通 り閲

5～6通 り閲

少林寺・浜寺線(歩道15間)

1間=6尺5寸

9,5

表一2街 路幅員

1間=6尺5寸

通り

①

表一3街 区寸法

 

東
西
通
り

南

北
通
り

D通 り

南 ヒ

真々寸法
内法寸法

⑤通り

東西

真々寸}
内法寸法

至七〇坪 の別荘風住宅 を建築 し既に一〇戸は二萬圓乃

至三萬二千圓にて責却せ り目下更に四戸建築中

このことか ら開発面積は37,000坪 、住宅敷地面積は

150坪 ～200坪 、延建坪50～70坪 で、その住宅は別荘

風住宅であること、すでに10戸 は2万 円から3万2千

円で売却済み、 目下、更に4戸 を建築中であるというか

ら、2年 間で計14戸 の住居が建築 された状況あったこ

とがわかる。

3.住 宅地開発計画

1)経 営地の範囲と街区計画

濱寺土地㈱経営地の大正7・8年 の開発範囲は 「泉北郡

濱寺町全図」18(昭 和14年)の 浜寺町の開発状況 と比較

することにより現在の浜寺昭和町4丁 目 ・5丁 目に相当

することがわかる。『在本市及郊外土地建物曾社調査』

に記された開発面積37,000坪 はほぼこの範囲と照合で

きる。

明治17年 の地形図19と比較すると、南北に走 る紀州街

道と小栗街道を東西に繋 ぐ旧道は浜寺昭和町2丁 目 ・3

丁 目境 となる東西街路 となってお り、経営地北端の浜寺

昭和町3丁 目 ・4丁 目境街路(① 通 り)は 東に伸び、浜

寺公園駅から下村の南端 に通ずる道 となってお り、経営

地南端は高石町境である。

鳳街道が経営地の東西方向中央街路(⑤ 通 り)と して、

また紀州街道 よ り東方の大鳥神社へ 向かう直線道路 と

して開発された。経営地西端は線路沿いの南北街路(A

通 り)で 、東端は下村(浜 寺元町)沿 いの少林寺浜寺線

(1通 り)で ある。

この経営地の街区計画を1/2500の 地形図と実測によ

り検討すると構成寸法20が次のように知 られる。(図一3)

(表一2)(表 一3)

街路は東西方向の鳳街道(但 し約20度 東南に傾きを

持っ)を 基準軸とし格子状に配されている。

東西方向街路は①通 りよ り⑧通 りまで8本 とするが、

西端A(線 路沿い)よ り東端B(浜 寺元町沿い)ま で通

る街路は4本(① ・③ ・⑤ ・⑦通 り)で 、これ らの幅員

6間 の⑤鳳街道(歩 道 をもつ)を はじめ① ・③ ・⑦通 り

は幅員225～3間 と広 くしている。他の4本 の街路(② ・

④ ・⑥ ・⑧通 り)は 南北街路を部分的に繋 ぐ路 で幅員2

間である。



街路面
土蔵

屋敷内主屋配置門の向き

厨房街路 中央配
直北側南側西側東側

敷地面積住宅番号

 

理
号

整
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建
築

年
代

し1

149坪50ろ一4号

 

2

206坪30い一3号

 

3

154坪50ろ一2号

 

4

146坪10ろ一3号

 

5

158坪82ろ一1号12

190坪9910号

 

6

175坪40

 

号117

215坪2812号

 

8

175坪4013号
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表一4街 路と屋敷地

は西入 りの敷地が12件 中10件 と多い。

2)屋 敷地内主屋配置と道路

屋敷 内の建物配置状況 を特 に主屋 と道路位置関係 に

よ り、次のように分類することができる。

① 主屋の外壁が道路に接せず、屋敷内の中央 に配置

されるもの(中 央配置型とする)(図 一4)

中央配置型は一般的な主屋配置形態で、通常南を広 く

開けるため、敷地によって北 ・東 ・西などに寄せて建て

ている。

② 主屋の厨房(炊 事場)外 壁が道路 に接するもの(厨

房街路直面型とする)(図 一5)

南北街路は東西両端の2本(B・G通 り)以 外の7

本(A・G・D・E・F・H通 り)は すべて北端の①通 り

から南端の⑧通 りまで通る路である。東端の少林寺浜寺

線(工 通 り)は ⑤鳳街道 と同様6間 幅(歩 道をもつ)で

あるが、西端線路沿いA通 りと東端H通 りの幅員は3間 、

南北方向中央街路となるE通 りは2.75間 とするが、そ

の他は2間 であることか ら、経営地の街路幅は東西 ・南

北ともに2間 を基準としたことがわかる。(表一2)

またG通 りと⑦通 りには1間 幅の排水溝があ り悪水 を

海に直配 しているが、「和泉国大鳥郡東下村 ・山内下村 ・

西下村 右三下村之圖面控」に描かれた水路を生かした

とも考えられる。

街区真々寸法も意識的に変えているようで、東西方向

は16.5間 ～38.5間 、南北方向は55.5間 ～12。5問 と様々

の寸法を採っている。そのため街区の形状 ・面積も様々

な ものとな り、街区内敷地数も多種類で、各屋敷地規模

も広狭様々なものを生み出すこととなった。

そのため街路に面する門の方向も一定せず、町通 りは

整わなかったが、計画的住宅地 に見 られる単調さと画一

性 を排除 し、面的な纏 まりを持つ町を形成 しようとした

ことが窺える。

4.屋 敷構成の特徴

1)屋 敷地と道路

浜寺住宅図面52件 については、屋敷地の形状 もほ

ぼ正確に記されてい ることは、現存屋敷 との照合によ

っても確かめることができる。

図面の敷地の外枠 には家相図を兼ねたと思われる24

方位が細か く刻まれてい る。さらに浜寺住宅地の方位が、

北か ら20度 ほど東に傾いていることもあ り、屋敷地内

にも方位記号が記されている。また門と共に玄関、勝手

口に至 るアプローチも描かれている。門 ・塀 ・庭園など

の外構についても、先の古写真帳にある浜寺土地(株)の

第一号 ・第二号住宅竣工時の外観写真から、分譲当時か

ら用意されていたことが推察される2玉。

各屋敷地 と道路との関連を見ると、屋敷地への入 口方

向(門 の向き)は 表一4の ように知ることができる。主

門の方向を配置図によって判別すると52件 中、西入 り

19件 と最も多 く、東入 り13件 、北入 り11件 で、南入

りは9件 と少ないことがわかる。特に第1期 では東 また



この厨房街路直面型は第1期 には1件 しかないが、第

II期に9件 、第m期 に5件 と増加 し計15件 、全52件 の

約3割 になる。(表一4)

このうち二方道路の敷地8件 では必ず厨房街路直面型

としていることからも、道路側から見て門 ・塀の連続す

る活気のない町ではなく、人の気配の感 じられる厨房道

路直面屋敷を所々に配 し、町 らしさを創造することを考

慮 した住宅地計画によるものであろう。

また厨房 と門の位置関係は、一方道路の敷地では街路

に開 く門と同じ側 に厨房外壁 ・窓を面 し、二方道路では

門とは異なる側の道路に直面させている

場合が多い。

土蔵・主屋の
接続

土蔵の方位

薯琴國 ・面1北面1北・・1北・角1蔽・1・西角

表一5土 蔵の方位 と主屋との接続

主屋内の厨房 または炊事場 と呼ばれてお り、通常土間

としてい る。平面図ではカマ ド・流 し ・調理台などが一

列に並んでいる。ここには勝手 口も開いてお り、門から

は玄関 とは別のアプローチが設けられる場合が多い。こ

の厨房のカマ ド・流 し ・調理台の並ぶ窓 と持つ外壁が、

道路に直面 して設けられているものである。

2号 ろ住宅所有尋

15岬5台 匙坪55坪2含脱
17坪1含殖上33坪2含肝
!坪7合砺3坪2合重肛内駅

中央配置型屋敷

小杯 延七24号住宅所箏渚

142坪4舎9タ 建坪47坪6合3夕敗地

10坪7合6タ階上27坪5含3夕噺

2坪1合2夕納屋下 舗 含2タ

上3霜 含2夕倉庫内訳

配地図冤痴亭面図

図一4

図一5街 路直面型屋敷



1吉 田高子 「池田新 市街(室 町)分 譲住 宅地 と住宅について一

近代中産 階級住宅の成立に関する研究」近畿大 学理工学部研 究

報告 第25号 平成元年9月
諺多治見左 近 三浦 要一 「堺 浜寺地 区の郊外型 住宅地形 成 」E1本

建築学会計 画系論文報告集 第436号1992年6月
a吉 田高 子 ・林大祐 「浜寺土地株式会社建設による郊外住宅に

ついて」近畿大学理工学部研 究報 告 第37号 平成13年9月

4平 成4年 の調査 資料(前 田拓也 卒 業研 究論文)に よ るもので、

撮影資料であ るため不鮮明 ・不充分な個所 もあ るが、現在で は

得がたい資料であるため これに よる。
5浜 寺住 宅地 では

、坂 之上家住 宅(大 正10年 頃洋館 ・昭和9年

離 れ座敷な ど)と 近江岸家住宅(昭 和10年 ヴォーリズ設計)の2

件 の登録文化財指定住宅があ る。
ε 『創立60周 年記念 濱寺幼稚 園1980』

7『 南海鉄道 発達史』南海鉄道株 式会社 昭和13年9月

監平成10年9月
、登録文化財の指定を受けて いる。

惇片岡安は 当時31才 で、日本銀行 技師か ら転 じ、辰野 ・片岡建

築 事務所 を開設 している。(『日本建築協会80年 史』1999年)
lo明 治30年 日本銀行大 阪支店 長、明治36年 大 阪瓦斯社 長 に就

任。片岡安 は、日銀 大阪支店 建設工 事 中、片岡 直輝に認 め られ、

明治32年 片岡直輝 の弟 ・直温の娘婿 とな る。
n『 南海鉄道発達史』南海鉄道株式会社 昭和13年9月

n坂 本勝比古氏 に よる と、片 岡安 は大 正4年 には伏 見桃 山の山

麓に再 び居 を移 してい る。(『日本建築協会80年 史』1999年)
!3明 治期 とする 「濱寺公園古図」(『創 立60周 年記念 濱寺幼

稚園1980』 所収)に もその様子 を読み取 ることがで きる。
14当 地 域は

、大 鳥郡浜 寺村(明 治22年)・ 泉北 郡浜寺村(明 治

29年)・ 泉北郡浜 寺町(大 正3年)・ 堺市浜寺昭和 町(昭 和18

年～)と なる。
15注2に 同 じ

16注2の21)

17注2

【琶 「浜寺町誌」附図 昭和14年12月

19明 治17年 測量1/20000仮 製地形図

圓1間 を6尺5寸 とす る。現存住 宅の実測寸法 と当初図面記載

寸法 との照合による。
匿1浜寺土地(株)経 営部に建築 を嘱 託 した浜寺土地組合の住 宅

(第二区第一号 ・第二号)図 面への付記に 「一、庭園は生駒産

の庭石 を用い、泉石 の配置極めて幽達であ ります」と記 してい

ることか らも証明できよう。

屋敷内構成建物は、主屋のほかに倉庫 ・下便所 ・納屋

などを持っが、倉庫は土蔵であることは立面図でも確か

められる。

土蔵 は大阪町家居住の富裕層を対象 とした別荘風住

宅を目指 したためであろう。屋敷内の土蔵は独立 して建

て られ るもの と、主屋 より廊下で繋 ぐものがある。位置

については方位を考慮 したことも考 えられるが、東北

角 ・西北角(乾)に 建つものが多い。また街路側からの

体裁も意識 してか、1期 ・II期では方位 とは別に街路面

(正門のある側)に 土蔵を建てる例も多 く存在する。(表

一5)

5.小 結

以上、浜寺住宅地については開発時のアルバムなどか

ら開発進行状況が明らかになるとともに、分譲初期の住

宅についてもその形態を確認することができた。さらに、

浜寺住宅地の現状調査に浜寺土地(株)の 分譲時の52

件の図面を分析することにより、次のような特徴 を持つ

ことが確かめられた。

第一に街路配置 ・街区寸法を一定 しない ことによ り、

街区 ・宅地の面積 ・形状 ともに多様なもの としてい る。

門の向 きについても一定せず、これらが総合的に別荘風

住宅地 として落ち着 きのある自由な空間を生み出 して

いる。

第二に住宅地に宅地分譲 ・建売分譲 を混在させている

が、浜寺土地(株)鴨 による建売分譲住宅の平面も同一の

ものは全 くない。屋敷は塀 ・門で囲われ、主屋のほかに

土蔵を用意 している。土蔵の位置も一定せず、屋敷によ

り異なるが、東北角、西北角に建て られているものが多

い。大正8年 より昭和13年 にいたる間に、順次の建築

販売により、時期的傾向の変化が見 られる。

第三に厨房街路直面型の屋敷が存在する。それは、街路

に主屋の厨房部外壁 ・窓を街路に直面 ・開放させ るもの

で、門 ・塀の続 く屋敷町に対 して、人の気配を感 じさせ

る配慮 と考えられる。


